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１
．
定
時
総
会
概
要

　

平
成
27
年
度
定
時
総
会
を
平
成
27
年
6
月
17
日
に
開
催
致

し
ま
し
た
。来
賓
に
は
、松
浦
宗
信
道
議
会
水
産
林
務
委
員
長
、

山
崎
峰
男
道
水
産
林
務
部
長
、

早
苗
企
画
調
整
担
当
課
長
、
杉

西
水
産
企
画
G
主
幹
、
西
水
産

企
画
G
主
任
を
迎
え
ま
し
た
。

総
会
は
、
川
崎
一
好
代
表
理
事

会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
各

議
案
の
審
議
を
行
い
、
上
程
と

お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
総
会
挨
拶
主
旨

　

国
際
経
済
は
、
世
界
的
な
超
低
金
利
や
欧
州
の
デ
フ
レ
懸

念
、
中
国
の
景
気
減
速
等
、
先
行
き
不
安
が
み
ら
れ
る
状
況

で
す
。
国
内
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
へ
向
け
、
消
費
の
回
復
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
賃
金
面
で
の
波
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
国

の
予
算
も
過
去
最
高
規
模
と
な
り「
地
方
創
生
」で
動
き
出
し
、

加
え
て
道
の
予
算
も
「
食
と
観
光
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
、
消
費
拡
大
へ
向
け
、
漁

業
者
が
自
慢
す

る
水
産
加
工
品

「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ

ッ
シ
ュ
」
や
、

簡
単
便
利
に
食

べ
ら
れ
る
「
フ

ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ

シ
ュ
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
当
水
産
会
と
し
て
も
P
R
し
て
行
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
T
P
P
交
渉
や
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
交
渉
の
行
方
も
問
題
で
す
。

　

本
道
水
産
業
界
の
変
わ
ら
ぬ
使
命
は
、
魚
の
消
費
拡
大
や
魚
価
の
適
正
な
維

持
安
定
の
も
と
、
水
産
物
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
国
の
「
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
や
、
道
の
「
第
3
期
水
産
業
・
漁
村
振
興
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
来
賓
挨
拶

　
（
1
）
道
議
会 

水
産
林
務
委
員
長　

松
浦
宗
信 

様

　
　

本
道
水
産
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、「
和
食
」

が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、

水
産
物
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
貴
水
産
会
は
、
北
方
四
島
周

辺
海
域
や
貝
殻
島
区
域
昆
布
交
渉
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
、
道
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方
と
十
分
連
携
・
協
力

し
、
要
請
活
動
や
予
算
の
確
保
に
努
力
致
し
ま
す
。

　
（
2
）
道
庁 

水
産
林
務
部
長　

山
崎
峰
男 

様

　
　

貴
水
産
会
は
、
本
道
の
オ
ー
ル
水
産

と
し
て
日
ロ
交
渉
等
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。一
方
、さ
け
・

ま
す
流
し
網
漁
業
等
の
問
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
道
と
致
し
ま
し
て
も
、
水
産

会
と
連
携
し
、
水
産
業
界
・
漁
村
の
発

展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

山崎水産林務部長挨拶 松浦水産林務委員長挨拶

総会会場川崎会長挨拶

定時総会を開催
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今
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
左
記
の
と

お
り
理
事
及
び
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
き
ま

し
て
、
役
員
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

代
表
理
事
会
長	

川
崎　

一
好

　
　
代
表
理
事
副
会
長	

髙
橋　

英
明

　
　

副
会
長
理
事	

横
内　

武
久

　
　

副
会
長
理
事	

山
田　

邦
雄

　
　

副
会
長
理
事	

中
陳　

憲
一
（
新
任
）

　
　

常 

務 

理 

事	

山
中
千
惠
美

　
　

理　
　
　

事	

亀
田　

元
教

　
　

理　
　
　

事	

小
倉　

啓
一
（
新
任
）

　
　

理　
　
　

事	

内
村　

武
夫

　
　

理　
　
　

事	

安
田　

順
一

　
　

理　
　
　

事	

松
田　

一
志
（
新
任
）

　
　

理　
　
　

事	

津
田　
　

要

　
　

理　
　
　

事	

林　
　

茂
則

　
　

理　
　
　

事	

浜
島　

清
剛

　
　

監　
　
　

事	

高
津　
　

哲

　
　

監　
　
　

事	

一
條　

雄
治

　

今
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
左
記
の
役

員
及
び
理
事
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

副
会
長
理
事	

田
谷　

克
弘

　
　

理　
　
　

事	

竹
内　

一
義

　
　

理　
　
　

事	

八
木
田
和
浩

　
（
1
）
水
産
政
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　
　

① 

漁
場
の
環
境
整
備
、
栽
培
漁
業
の
推
進
な
ど

生
産
振
興
対
策
の
推
進

　
　

② 

水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
促
進
対
策
の
推
進

　
　

③
資
源
管
理
・
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　
　

④
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策
の
推
進

　
　

⑤ 

漁
港
・
漁
場
の
整
備
な
ど
漁
村
環
境
の
充
実

促
進

　
　

⑥
有
害
生
物
の
漁
業
被
害
対
策
の
推
進

　
　

⑦ 

T
P
P
・
W
T
O
・
E
P
A
等
対
策
の
推
進

　
　

⑧　

原
発
関
連
対
策
の
推
進

　
（
2
）
水
産
業
安
定
対
策
の
確
立
に
関
す
る
事
業

　
　

① 

食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
の
開

催

　
　

② 

漁
業
就
労
者
の
高
齢
化
と
生
産
性
の
低
下
に

対
応
し
た
人
材
確
保
と
育
成

　
　

③
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催

　
　

④
新
規
漁
業
就
業
研
修
生
と
の
面
談

　
（
3
）
国
際
漁
業
対
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　
　

①
政
府
間
・
民
間
漁
業
協
定
の
締
結
促
進

　
　

② 

国
際
漁
業
情
報
の
収
集
と
会
員
へ
の
提
供
、

業
界
の
意
見
調
整

　
　

③ 

関
係
国
大
使
館
、
領
事
館
と
の
連
携
の
強
化

　
（
1
） 

貝
殻
島
区
域
昆
布
採
取
協
定
対
策
に
関
す
る

事
業

　
　

①
両
国
間
の
交
渉
円
滑
化
促
進

　
　

②
見
学
者
の
受
入
及
び
採
取
量
の
報
告

　
　

③
採
取
権
料
・
機
材
供
与
事
務

　
（
2
）
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援
事
業

　
　

①
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援

　
　

②
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
協
議
会

　
（
3
）
海
外
漁
場
入
出
域
等
通
報
管
理
事
業

　
　

①
漁
獲
量
の
定
例
報
告
事
務

　
（
4
）
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
対
策
事
業

　
　

① 

両
国
の
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
了
解
覚
書
の

締
結

　
　

②
協
力
金
・
機
材
供
与
事
務

　
（
5
）
旧
漁
業
権
者
救
済
等
対
策
に
関
す
る
事
業

　
　

①
国
な
ど
に
対
す
る
要
請
活
動

　
（
6
） 
会
員
並
び
に
他
産
業
団
体
等
と
の
連
絡
協
調

に
関
す
る
事
業

　
　

①
在
札
会
員
団
体
役
員
定
例
懇
談
会
の
開
催

　
　

②
水
産
関
係
懇
談
会
の
開
催

　
　

③
他
産
業
団
体
と
の
連
絡
協
調

　
　

④
会
報
の
発
行

　
（
1
）
法
人
会
計

　
　

① 

本
会
事
業
を
管
理
す
る
た
め
、
毎
年
経
常
的

に
要
す
る
費
用
及
び
総
会
・
理
事
会
等
の
開

催
に
伴
う
経
費
の
会
計
を
実
施

平
成
27
年
度 

事
業
計
画
の
実
施
事
項

実
施
事
業
等
会
計

１

そ
の
他
会
計

２

法
人
会
計

３

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
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平
成
26
年
度
第
3
回
理
事
会
を
、平
成
27
年
3
月
19
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
の

承
認
に
つ
い
て
で
す
。

　

川
崎
会
長
が
開
会
挨
拶
で
、
昨
年
の
本
道
の
水
揚
げ
が
2
年
連
続
し
て
、

2
、9
0
0
億
円
台
と
な
り
、
明
る
い
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
地
域
間
格
差
や

魚
種
別
格
差
等
、
問
題
は
山
積
し
て
お
り
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
が
、
浜
の
た
め
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
程
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、
6
月
開
催
予
定
の
定

時
総
会
に
お
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
第
1
回
理
事
会
を
、平
成
27
年
4
月
13
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
実
績
及
び
財
産
目
録
の

承
認
等
に
つ
い
て
で
す
。

　

川
崎
会
長
が
開
会
挨
拶
で
、
我
々

水
産
業
界
と
し
て
も
、
T
P
P
問
題
、

資
源
回
復
、
地
域
間
格
差
、
外
国
人

技
能
実
習
生
受
入
問
題
な
ど
、
一
つ

一
つ
解
決
を
し
て
い
く
使
命
が
あ
り

ま
す
と
述
べ
役
職
員
の
協
力
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
程
の

と
お
り
承
認
さ
れ
、
6
月
開
催
予
定

の
定
時
総
会
へ
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
を
開
催

26年度第3回理事会

「ロシアの日」
記念レセプションへの出席
　平成27年6月10日に在札幌ロシア連邦総領事館
において、「ロシアの日（12日）」を記念したレ
セプションが開催されました。
　北海道の政財界や対ロ交流団体のほか、本会
や羅臼漁協などの水産業界など総勢100人余りが
出席しました。
　ファブリーチニコフ・アンドレイ総領事は挨
拶の中で、「日本とロシアの関係には難しい部分
もあるが、交流は確実に進んでいる。北海道弁
でいうところの「あずましい」関係が築かれる
ことを願う」と話し、会場を沸かせました。参
加者を代表して道議会の遠藤連議長は、「北海道
とロシア極東との交流は多くの分野で進んでい

るが、一層の発展を期待
している」と述べ、荒川
副知事による乾杯の後、
料理を囲んでの歓談に移
りました。

トピックス 1

荒川副知事による乾杯

ファブリーチニコフ 
総領事挨拶
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本
会
は
、
国
の
新
た
な
水
産
基
本
計
画
や
道
の
水
産
業
・
漁
村
振
興
推
進
計

画
第
3
期
計
画
に
即
し
た
本
道
水
産
業
・
漁
村
の
振
興
発
展
の
た
め
、
平
成
28

年
度
国
の
水
産
政
策
及
び
予
算
編
成
に
対
す
る
系
統
団
体
や
関
係
業
界
団
体
の

意
向
を
取
り
ま
と
め
、
道
や
道
議
会
、
会
員
団
体
と
と
も
に
、
7
月
21
日
と
22

日
の
両
日
に
関
係
省
庁
や
国
会
議
員
に
対
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
28
年
度
は
近
年
、
資
源
の
減
少
や
漁
業
就
業
者
の
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
に
直
面
す
る
な
か
、
今
後
の
動
向
と
し
て
、
国
に
よ
る
T
P
P
交
渉

へ
の
参
加
な
ど
貿
易
政
策
に
よ
る
水
産
業
へ
の
影
響
等
に
加
え
、
東
日
本
大
震

災
に
関
す
る
原
発
風
評
被
害
な
ど
、
漁
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
本
道
水
産
業
界
は
、
さ
ら
な
る
資

源
の
造
成
や
漁
場
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
漁
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
り
つ

つ
、
我
が
国
固
有
の
魚
食
文
化
と
豊
か
な
海
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
使
命
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
が
特
に
推
し
進
め
る
農
林
水

産
物
等
の
輸
出
拡
大
戦
略
や
人
口
減
少
対
策
な
ど
の
地
方
創
生
に
向
け
た
政
策

と
し
て
、
本
道
水
産
業
の
特
色
あ
る
ほ
た
て
、
こ
ん
ぶ
漁
業
な
ど
沿
岸
漁
業
の

振
興
に
向
け
た
取
組
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
産
施
策
に
関
す
る
要
望

1
．
資
源
増
大
・
管
理
対
策
に
つ
い
て

　

○
日
本
海
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
増
大
に
向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進

　
　

・ 

各
海
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
種
苗
生
産
事
業
に
対
す
る
支
援
対

策

　
　

・
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援
措
置

　

○
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
推
進

　
　

・ 

T
A
C
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度
に
関
し
て
、
各
海
域
の

実
情
に
見
合
っ
た
管
理
方
法
の
見
直
し

　
　

・
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確
立

2
．
漁
業
経
営
の
体
質
強
化
対
策
に
つ
い
て

　

○
担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
対
策

　
　

・ 

漁
村
地
域
を
担
う
漁
業
者
に
対
す
る
新
た
な
漁
船
・
生
産
設
備
の
導
入

支
援
事
業
を
創
設

　
　

・ 

漁
業
後
継
者
の
定
着
に
向
け
た
青
年
就
業
準
備
給
付
金
の
条
件
緩
和
な

ど
支
援
措
置
の
拡
充

　
　

・
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
関
す
る
漁
船
漁
業
職
種
の
見
直
し

　
　

・ 

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
・
水
産
加
工
業
の
経
営
安
定
に
向
け
た

人
材
受
入
施
策
の
拡
充
・
強
化

　

○
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
践
に
向
け
た
諸
対
策
推
進

　
　

・「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
向
け
た
関
連
事
業
の
拡
充

　
　

・「
浜
の
機
能
再
編
広
域
プ
ラ
ン
」
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
措
置

　

○
漁
業
収
入
安
定
対
策
・
漁
業
コ
ス
ト
低
減
対
策
の
推
進

　
　

・
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
拡
充
強
化

　
　

・
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
制
度
拡
充

　
　

・ 
漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
燃
油
高
騰
対
策
の
継
続
と
さ
ら
な
る
拡

充

　
　

・ 
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を
目
指
す
漁
業
者
へ
の
新

た
な
経
営
支
援
制
度
を
創
設

　
　

・
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久
化

　

○
金
融
対
策
の
推
進

2
0
1
5
年
前
期
活
動
の
あ
ら
ま
し

国
の
水
産
政
策
・
予
算
に
関
す
る
中
央
要
請
活
動
を
実
施
！
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・
平
成
28
年
度
以
降
の
無
保
証
人
型
漁
業
融
資
促
進
事
業
の
継
続
実
施

　

○
水
産
物
貿
易
対
策

　
　

・ 

無
秩
序
な
水
産
物
輸
入
を
促
す
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
け
る
本
道
漁
業

へ
の
影
響
を
回
避

　

○
国
内
外
の
加
工
・
流
通
対
策
の
推
進

　
　

・ 
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
・
需
給
変
動
調
整
事
業
等
の
活
用
に
向
け

た
制
度
拡
充

　
　

・ 

水
産
物
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
お
よ
び
物
流
機
能
の
拠
点
整
備
に
向
け
た

支
援
の
強
化
・
拡
充

　
　

・
水
産
物
の
需
要
喚
起
に
向
け
た
魚
食
普
及
活
動
へ
の
支
援
を
拡
充
強
化

3
．
豊
か
で
安
全
な
漁
場
環
境
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

　

○
有
害
生
物
の
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

　
　

・ 

ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実
行
あ
る
支
援
制
度
を
創

設
、
漁
業
被
害
補
償
の
た
め
の
新
た
な
支
援
制
度
を
創
設

　
　

・ 

有
害
生
物
等
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、

ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト
デ
）
の
被
害
防
止
対
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強
化

　
　

・
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

　

○
漁
場
環
境
保
全
の
推
進

　
　

・ 

森
林
、
河
川
、
海
洋
環
境
保
全
お
よ
び
流
木
等
を
含
め
た
漂
流
漂
着
物

対
策
の
拡
充
強
化

　
　

・
年
々
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た
支
援
措
置
の
拡
充

　
　

・
甚
大
な
自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
支
援
措
置
を
拡
充
強
化

　
　

・ 

一
定
の
条
件
下
に
お
け
る
ウ
ニ
殻
等
の
海
中
還
元
を
可
能
と
す
る
資
源

回
復
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
手
法
を
制
度
的
に
確
立

　

○
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続
・
拡
充

　
　

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続
お
よ
び
活
動
規
模
の
拡
大
等

　
　

・
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設

　

○
原
発
災
害
関
連
対
策

　
　

・
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
お
よ
び
全
て
の
原
発
の
安
全
強
化
対
策

　
　

・ 

国
内
外
に
よ
る
風
評
被
害
の
早
期
解
消
お
よ
び
韓
国
等
輸
入
規
制
の
早

急
な
解
除

　
　

・ 

将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
目
指
し
、
自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
利
用
の
推
進

4
．
栽
培
漁
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

○
資
源
増
大
に
向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進
を
図
る
こ
と

　
　

・ 

各
海
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
種
苗
生
産
事
業
に
対
す
る
支
援
措

置

　
　

・
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援
措
置

　
　

・
国
に
よ
る
栽
培
対
象
種
の
親
魚
の
管
理

5
． 

ロ
シ
ア
連
邦
と
の
強
力
な
漁
業
外
交
の
継
続
と
操
業
の
安
定
確
保
に
つ
い

て

6
．
北
洋
さ
け
ま
す
漁
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

○ 

ロ
シ
ア
連
邦
の
法
律
に
よ
り
操
業
が
困
難
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
水
域
の
さ

け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
関
連

産
業
な
ど
に
対
し
て
、
特
段
の
支
援
を
行
う
こ
と

7
．
水
難
救
難
所
の
救
助
活
動
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

国
費
予
算
に
関
す
る
要
望

1
．
漁
港
・
漁
場
、
海
岸
並
び
に
漁
村
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

2
．
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

3
．
新
規
漁
業
就
業
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

水産庁長官へ要望
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1
．
さ
け
・
ま
す
漁
業
交
渉

　

日
本
2
0
0
海
里
水
域
内
に
お
け
る
さ
け
･
ま
す
漁

業
の
操
業
条
件
を
決
め
る
「
日
ロ
漁
業
合
同
委
員
会
第

31
回
会
議
」
が
3
月
16
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
次
の
条
件
内
容
で
3
月
24

日
に
妥
結
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
漁
獲
量
が
増
加
し
た

こ
と
に
伴
い
、
漁
業
協
力
費
も
増
加
し
ま
し
た
が
、
昨

年
と
ほ
ぼ
同
様
の
操
業
条
件
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

●
漁
獲
量

　

漁
獲
量
の
上
限
は
、
シ
ロ
ザ
ケ
が
2
0
1
4
年
と
同
じ

5
0
0
㌧
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が
2
0
1
4
年
よ
り

1
0
0
･
1
㌧
多
い
1
、5
5
0
㌧
と
な
り
ま
し
た
。

　

●
漁
業
協
力
費

　

合
意
し
た
1
キ
ロ
当
た
り
協
力
費
は
、
2
0
1
4
年

と
同
額
の
1
4
6
･
4
円
で
、
協
力
費
の
総
額
は

2
億
6
、4
0
0
万
円
か
ら
3
億
円
の
範
囲
で
、
漁
獲

実
績
に
応
じ
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
2
0
0
海
里
水
域
に
お
け
る

さ
け
・
ま
す
交
渉
「
日
ロ
政
府
間
協
議
」
は
例
年
3
、

4
月
に
政
府
間
交
渉
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
は

5
月
14
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の

条
件
で
6
月
11
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
漁
獲
割
当
量
が
大
幅
に
減
少
し
、
前
年
比

4
、6
6
8
㌧
減
少
の
1
、9
6
1
･
7
5
㌧
、
入
漁
料

は
14
億
円
減
少
の
6
億
円
に
、
ま
た
、
本
年
の
操
業
期

間
は
6
月
27
日
か
ら
7
月
27
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
型
船
は
漁
獲
量
等
の
関
係
か
ら
操
業
し
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
前
述
の
交
渉
に
先
立
ち
、
関
係
団
体
の
代
表
ら
と
道
水
産
林
務
部

や
道
内
選
出
国
会
議
員
を
訪
れ
て
交
渉
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
、
外
務
省
と
水

産
庁
で
は
、
交
渉
の
早
期
妥
結
と
操
業
の
安
定
確
保
の
た
め
、
操
業
の
諸
条
件

の
整
備
を
要
請
し
ま
し
た
。

2
．
貝
殻
島
区
域
昆
布
操
業
交
渉

　

2
0
1
5
年
の
根
室
沖
合
・
貝
殻
島
区
域
の
昆
布
漁
業
の
操
業
条
件
を
決
め

る
交
渉
は
、
4
月
20
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
本
会
と
ロ
シ
ア
連
邦
漁
業
庁
と
の
間

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
の
代
表
は
本
会
の
髙
橋
副
会
長
、
ロ
シ
ア
側
は
シ

マ
コ
フ
S
・
V
・
国
際
協
力
局
長
。

　

本
年
の
交
渉
は
、
近
年
の
流
氷
等
の
影
響
に
よ
る
漁
獲
不
振
な
ど
漁
業
経
営

の
悪
化
や
着
業
者
の
減
少
も
あ
っ
て
、
採
取
量
及
び
採
取
権
料
に
つ
い
て
は
、

昨
年
を
上
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
双
方
が
歩
み
寄
り
、

昨
年
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
昆
布
3
、6
0
0
㌧
で
4
月
21
日
に
合
意
に
至
り

ま
し
た
。

　
　
《
操
業
条
件
》

　

①　

操
業
隻
数　

2
3
8
隻
（
前
年
2
5
6
隻
）

　

②　

操
業
期
間　

6
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
（
前
年
同
様
）

　

③　

採
取
量　

褐
藻
類
4
、0
3
2
㌧
（
前
年
同
様
）

　

④　

採
取
権
料　

８
７
、8
4
0
千
円
（
前
年
同
様
）

　

⑤　

機
材
供
与　

3
、5
0
0
千
円
（
前
年
同
様
）

2
0
1
5
年
日
ロ
漁
業
交
渉

水産庁長官へ要請

道水産林務部長へ要請

外務省へ要請

表２．ロシア200海里内の漁獲割当量並びに入漁料  単位：トン
魚 種 2015年 2014年 摘　要
ベニザケ 503.31 2,886.00 *2015年の一隻当りの割当量（トン） 

  小型船（19t型）103.25（前年150.0）
  小型船（29t型）103.25（前年164.0）
  中型船  　　　 −　（前年190.0）
**2015年の入漁料     
  約6億円（前年約20億円）     
  小型船 306.60円/㎏（前年303.45円/㎏）
  中型船 　−　円/㎏ （前年303.45円/㎏）

シロサケ 1,309.48 3,485.40
カラフトマス 102.79 138.00
ギンザケ 41.04 59.60
マスノスケ 5.13 61.00

計 1,961.75 6,630.00

表1．日本200海里内の漁獲割当量並びに協力費  単位：トン
区分 2015年 2014年
漁獲量 ・漁獲量の上限

　シロザケ　　　  500.0t
　カラフトマス　1,550.0t
　　　計　　　   2,050.0t

・漁獲量の上限
　シロザケ　　　  500.0t
　カラフトマス　1,449.9t
　　　計　　　   1,949.9t

漁業
協力費

・2億6,400万円～
　 3億円の範囲で漁獲実績
に応じて決定

・2億5,222万円～
　 2億8,540万円の範囲で
漁獲実績に応じて決定
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操
業
に
先
立
ち
、
5
月
31
日
に
は
歯
舞
漁
業
協
同
組
合
大
会
議
室
に
出
漁
者

を
始
め
多
く
の
関
係
者
が
参
集
し
、
出
漁
証
明
書
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
の
髙
橋
副
会
長
か
ら
証
明
書
が
伝
達
さ
れ
、
出
漁
者
の
代
表
が
「
操
業
の

安
全
と
秩
序
あ
る
操
業
に
努
め
た
い
」
と
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
昆
布
操
業
は
、
事
前
の
前
浜
昆
布
の
生
育
調
査
の
結
果
、
流
氷
被
害

も
少
な
く
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
育
も
順
調
と
の
こ
と
か
ら
、
一
斉
出
漁
日
を

6
月
1
日
に
決
定
し
、
3
年
振
り
に
6
月
1
日
の
解
禁
日
に
晴
天
、
凪
の
中
、

納
沙
布
岬
沖
合
に
コ
ン
ブ
漁
船
2
3
8
隻
が
集
結
し
、
午
前
7
時
に
サ
イ
レ
ン

と
花
火
を
合
図
に
よ
り
貝
殻
島
周
辺
水
域
に
一
斉
出
漁
を
し
、
た
く
さ
ん
の
コ

ン
ブ
を
水
揚
げ
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
国
会
に
お
い
て
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
ロ
シ
ア
2
0
0
海
里
水
域
内
で

の
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
を
禁
止
す
る
法
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
漁
業
の
長
期
的
安
定
的
な
操
業
を
求
め
る
要
望
団
と
し
て
6
月
10
～
11
日

に
林
農
林
水
産
大
臣
、
佐
藤
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、
城
内
外
務
副
大
臣
及
び

道
選
出
の
国
会
議
員
等
へ
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
国
会
で
議
案
が
可
決
さ
れ
、
7
月
1
日
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
署
名
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
7
月
2
日
道
庁
、
関
係
団

体
と
中
央
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
自
民
党
政
調
会
北
海
道
総
合
振
興
特
別
委

員
会
（
今
津
委
員
長
）
へ
出
席
し
、
本
漁
業
に
対
し
て
の
支
援
に
つ
い
て
、
強

く
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

7
月
13
日
北
海
道
水
産
林
務
部
の
寺
井
技
監
ほ
か
関

係
課
長
、
主
幹
を
招
い
て
、
平
成
27
年
度
第
1
回
目

ロ
シ
ア
2
0
0
海
里
水
域
さ
け
・
ま
す
流
し
網
禁
止
法
に
つ
い
て

高碕達之助先生献花

貝殻島昆布水揚げ

貝殻島昆布一斉出漁

貝殻島昆布操業交渉署名状況

貝殻島昆布操業交渉

貝殻島昆布操業交渉

出漁証明書伝達式

在
札
水
産
業
団
体
懇
談
会
を
開
催
！

懇談会の状況

道水産林務部寺井技監挨拶

水産会髙橋副会長挨拶

城内外務副大臣への要望

林農林水大臣への要望

佐藤農林水産大臣政務官への要望

農林水産省への要望
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本
会
は
、
北
海
道
の
魚
介
藻
類
の
消
費
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
平
成
22
年
度

か
ら
「
食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
全
道
延
べ
12
カ
所
で
開
催
し
（
表
1
）、
小
学
生
、
大
学
生

及
び
一
般
成
人
の
方
々
4
3
1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
12
カ
所
で
食
材
と
し
た

魚
介
藻
類
は
8
種
類
で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
サ
ケ
が
60
％
を
占
め
ま
し
た
。
本
事

業
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
ミ
ズ
ダ
コ
、
シ
ャ
コ
な
ど
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
（
図

1
）。
今
後
は
各
地
域
で
食
さ
れ
て
い
る
地
域
色
豊
か
な
魚
介
藻
類
も
食
材
と

し
て
と
り
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
者
は
食
材
と
し
た
魚
の
詳
し

い
生
態
や
漁
獲
方
法
を
初
め
て
知
り
、

魚
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
魚
の
捌
き
方
、

貝
の
む
き
方
あ
る
い
は
浜
の
料
理
方
法

な
ど
を
漁
協
女
性
部
員
、
青
年
部
員
あ

る
い
は
漁
業
士
の
皆
さ
ん
か
ら
丁
寧
に

教
わ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
多
く
の

方
々
は
「
普
段
、
大
き
な
魚
を
捌
く
機

会
が
な
い
の
で
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」、「
イ
ク

ラ
の
粒
を
ほ

ぐ
す
時
、
力

を
入
れ
て
も

潰
れ
な
い
こ

と
に
驚
き
ま

し
た
」、「
殻

付
き
の
ホ
タ

の
在
札
水
産
業
関
係
団
体
役
員
と
の
定
期
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
度
道
予
算
の
概
要
と
平
成
28
年
度
国
費
予
算
に
関
す
る

提
案
・
要
望
及
び
、
中
央
要
請
の
日
程
さ
ら
に
は
、
日
本
海
漁
業
振
興
方
策
が

道
水
産
林
務
部
か
ら
話
題
提
起
さ
れ
、
在
札
水
産
業
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。「TPPから命と暮らしを守ろう!

北海道緊急大集会」開催
　平成27年3月22日に、TPPから命と暮らし
を守ろう! 実行委員会の主催で開催されまし
た。参加者は、「TPP問題を考える道民会議」
及び「TPPを考える市民の会」の構成員約1、
500名で、札幌市民ホールを満席にしました。

水産業界からも、
約60名 が 参 加
し、①TPP交渉
の情報開示と十
分な国民議論、
②衆参両院農林
水産委員会での
国会決議の順守
を訴える集会決
議を採択しまし
た。

「TPP交渉の国会決議堅持を求め
る北海道緊急要請集会」を開催
　平成27年5月16日に、第一次産業に係る連
合会で組織する「TPP交渉の国会決議堅持
を求める北海道緊急要請集会実行委員会」
の主催で開催されました。約650名が参加し、
共済ホールにて、道内選出議員に対して農
林水産物の重要品目に関する国会決議の堅
持と国会及び国民に対するTPP交渉に関す
る情報開示及び十分な国民的議論を行うこ
とを要請しました。要請終了後は、街頭をデ
モ行進し、シュプレヒコールで道民へも理解
を求めました。

トピックス 2

魚
食
普
及
・
食
育
P
R
活
動

TPPデモ行進 TPP緊急集会

緊急要請集会の様子

表１．平成26年度「食育・魚食普及研修会、料理教室」実績
番号 事業の名称 実施年月日 実施地域 共催団体
1 漁業士さんの出前授業 2014.05.08 札幌市 渡島管内漁業士会
2 やっぱり イカでしょう!! 2014.07.05 函館市 渡島管内漁業士会
3 親子水産教室 2014.09.07 積丹町 石狩・後志管内漁業士会
4 檜山漁業士会 出前授業 2014.09.25 厚沢部町 檜山漁業士会
5 オホーツクお魚普及・調理講習会 2014.10.18 旭川市 北見地区漁協青年部連絡協議会
6 漁師さんの出前授業 2014.10.27 旭川市 宗谷地区漁協青年部連絡協議会
7 漁業士さんの出前授業 2014.10.27 猿払村 宗谷管内漁業士会
8 常呂中学校お魚普及調理講習会 2014.10.30 北見市 北見地区漁協女性部連絡協議会
9 漁業士さんの出前授業 2014.11.06 稚内市 宗谷管内漁業士会
10 胆振管内漁業士会出前授業 2014.12.03 登別市 胆振管内漁業士会
11 お母さんの水産教室 2015.01.29 石狩市 石狩・後志管内漁業士会
12 イカ料理教室 2015.03.05 福島町 渡島管内漁業士会

図１．料理教室等で使用した魚介藻類
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テ
に
触
る
こ
と
は
初
め
て
で
し
た
が
、
む
き
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い

た
だ
き
、
楽
し
く
料
理
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
多
数
あ
り
、
楽
し

く
学
べ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
は
初
め
て
、
将
来
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
勤
務
す
る
人
が
多
い
調
理

師
専
門
学
校
で
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
旭
川
市
工
業
団
地
に
設
置
さ
れ
た
旭

川
調
理
師
専
門
学
校
で
1
0
0
名
の
学
生
を
対
象
に
出
前
授
業
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
宗
谷
地
区
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
青
年
漁
業
士
で
、
授

業
の
内
容
は
調
理
師
専
門
学
校
の
1
年
生
50
名
を
対
象
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
リ

シ
リ
コ
ン
ブ
、
ウ
バ
ガ
イ
、
ミ
ズ
ダ
コ
及
び
サ
ケ
の

生
態
、
漁
業
等
の
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
捌
き
方
や

料
理
な
ど
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
2
年

生
が
腕
を
振
る
っ
た
数
々
の
料
理
の
試
食
で
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
北
海
道
の
海

産
物
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
も
北
海
道
各
地
域
の
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会
、
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
及
び
漁
業
士
会
と

共
催
で
研
修
会
や
料
理
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。
各

会
の
事
務
局
宛
に
は
実
施
要
領
、
開
催
計
画
書
な
ど

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
は
事

業
実
施
に
つ
い
て
ご
検
討
願
い
ま
す
。
今
年
度
は
7

月
4
日
に
1
回
目
の
事
業
を
実
施
し
た
の
で
、
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
の
事
業
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　ファストフィッシュについては、その取り組
みの経緯、概要、コンセプトあるいは選定商品
について本誌262-264号で紹介しました。これま
でに、全国で552企業の3,067商品がファストフ
ィッシュとして認定（2015･3･6現在）されるま

でに拡大しました。北海道でも22企業、29の商
品が認定されています（表2）。承諾を得た商品
については本誌過去号にカラー写真で掲載しま
した。新たに北海道の加工食品会社の認定商品
がでましたら、今後も本誌で紹介していきます。

表２．ファストフィッシュ商品販売企業名と商品名（道内）　*第12回（2015.3.6）現在　　　　　　　　黄色塗りつぶし：会報誌掲載商品
業者
番号 振興局 企業名 郵便番号 住所 電話番号 メール 担当者 商品

番号 商品名

1 上川 くまだ㈱ 079-8441 旭川市流通団地1丁目 0166-47-1310 kumada@kumada.co.jp 熊田 泰也 1 まるまる北海道いか納豆
2 後志 一八興業水産㈱ 045-0001 岩内町字大浜68-7 0135-62-1811 ki-t@ippachi.co.jp 紀　哲郎 2 にしんのおかげ
3 渡島 ㈱北海道日水 040-0061 函館市海岸町23-7 0138-41-6105 masamitsu_kikuchi@do-nissui.co.jp 菊地賢光 3 食べる昆布

4 根室 ㈱兼由 088-1781 根室市落石西114番地 0153-27-2231

takao@kaneyoshi.jp 濱屋 高男 4 おさかなボール（てりやき）
taura@kaneyoshi.jp 田浦　純 5 さんまの黒酢煮
takao@kaneyoshi.jp 濱屋 高男 6 フライパンが一番 さんま最強漬け
takao@kaneyoshi.jp 濱屋 高男 7 さんまの梅酢煮

5 釧路 ㈲釧路フィッシュ 084-0917 釧路市大楽毛11-64 0154-57-5946 k-hirano@r6.dion.ne.jp 平野 勝幸 8 北の醢 鱈福
6 石狩 ㈱丸加水産 001-0932 札幌市北区新川西2条1丁目4-1 011-766-1974 yoshida@maruka-suisan.co.jp 吉田 浩文 9 丸加亭 さば味噌煮
7 渡島 ㈲マルナマ食品 040-0022 函館市日乃出町12-10 0138-55-0070 takahashi@marunama.co.jp 髙橋 宏行 10 函館いかめし
8 空知 岡田水産北海道㈱ 079-1101 赤平市共和町199-12 0125-33-818/1 nakayama@okadasuisan.com 中山 智博 11 さば味噌煮

9 石狩 北海道漁業協同組合連合会 060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目 011-281-8530 t-satou@gyoren.or.jp 佐藤　亨 12 北海道 パクパクさんま
13 パクパク真鱈ムニエル

10 釧路 広洋水産㈱ 088-0567 白糠町庶路甲区6-584 01547-5-2241 koy1001@lilac.hokkai.net 大沼 義弘 14 北海道産 さんま蒲焼（販売中止）
11 後志 NSC㈱ 061-3271 小樽市銭函5丁目57-20 0133-76-1381 inoue@nscinc.jp 井上 勝之 15 モーニングたらこ（明太マヨ）
12 渡島 ㈱道水 041-1221 北斗市清水川142-24 0138-77-2200 kimura-y@dohsui.co.jp 木村 義晴 16 真いか美味焼

13 後志 マルスイ冷蔵㈱ 061-3271 小樽市銭函5丁目58番 0133-74-3181 h-ootomo@marusui-net.co.jp 大友 宏幸
17 真ほっけスティック
18 真ホッケスティックバジル風味
19 真ほっけスティック昆布干し（写真送付なし）

14 石狩 ㈱札幌中一 063-0837 札幌市西区発寒17条3丁目4-34 011-667-5330 nakaichi@jasmine.ocn.ne.jp 橋本　稔 20 シーフードパエリアの素
21 イカと帆立のペペロンチーノ

15 宗谷 丸共水産㈱ 097-0022 稚内市中央4丁目18-18 0162-23-4050 miyamoto@mbf-net.com 宮本 仁之 22 即席一夜干ほっけ
16 留萌 ㈱加藤水産 077-0043 留萌市旭町３丁目10-18 0164-43-3333 kobayashi@ymk.co.jp 小林一太 23 魚の煮付け
17 後志 ㈱小樽かね丁鍛冶 047-0036 小樽市長橋5-2-6 0134-25-3500 kanechoterai@gray.plala.or.jp 渡辺美千代 24 にしんそばの具
18 石狩 桃屋食品㈱ 002-8008 札幌市北区太平8条6丁目9-3 011-772-7275 momoya7219@yahoo.co.jp 菅原 吉道 25 水蛸の柔らか唐揚
19 空知 ㈱スリービー 069-0238 空知郡南幌町元町1丁目1番1号 011-378-2273 tanaka@three-b.co.jp 田中　至 26 ヘルシーさんまバーグ
20 宗谷 ㈲石崎食品販売 097-0021 稚内市港5丁目2-24 0162-24-1635 ishizaki-k@olive.plala.or.jp 石崎幸治 27 こだわり魚の一夜干し（焼ほっけ）
21 十勝 デリカファクトリー十勝㈱ 080-2460 帯広市西20条2丁目24-10 0155-67-1510 koba-shinkichi@bz3.hi-ho.ne.jp 小林伸吉 28 北海道産鮭 いくら使用 はらこ飯セット
22 石狩 オルソン株式会社 061-1405 北海道恵庭市戸磯201-11 0123-32-7188 en2@orson.co.jp 峯田哲也 29 銀鮭の塩焼

皮むきは難しい

みんなで｢楽しかった！｣ 初めての経験

イカ釣り漁船の見学

副会長の挨拶

ファストフィッシュ
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漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催

◇
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

i
n 

旭
川

　

旭
川
市
で
は
6
回
目
と
な
る
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
を
平
成
27
年
2
月
1
日

（
日
）
に
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
空
で
正

午
の
気
温
2
・
3
℃
、
厳
寒
期
の
旭
川
と
し
て
は
比
較
的
暖
か
く
、
フ
ェ
ア
に

と
っ
て
は
条
件
の
良
い
天
候
で
し
た
。

　

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
団
体
数
は
12
で
、
旭
川
の
過
去
5
回
平
均
12
・
6
出
展
団

体
数
と
ほ
ぼ
同
じ
数
で
し
た
。
一
方
、
来
場
者
数
は
10
人
で
過
去
平
均
15
・
6

人
の
6
割
強
に
止
ま
り
ま
し
た
。
例
年
、
旭
川
フ
ェ
ア
に
は
札
幌
在
住
の
人
が

比
較
的
多
く
来
場
す
る
の
で
す
が
、
3
週
間
後
の
2
月
28
日
に
札
幌
市
で
フ
ェ

ア
（
H
26
年
度
2
回
目
）
を
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
参
加
者
が
札
幌
フ

ェ
ア
に
流
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
者
は
研
修
候
補
生
と
し
て
来
場
10
人
中
の
7
人
を
指
名
し
ま
し
た
が
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
報
告
は
1
名
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
1
名
も
双
方
の

都
合
に
よ
り
研
修
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
職
状
況
が
好
転
し
始
め
た
最

近
は
、
来
場
者
が
漁
業
就
業
に
対
し
て
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

◇
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

i
n 

さ
っ
ぽ
ろ
（
平
成
26
年
度
）

　

平
成
26
年
度
最
後
と
な
る
「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」
を
2
月
最
終
日
の
28

日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌
市
で
の
開

催
は
、
平
成
26
年
度
と
し
て
は
2
回
目
、
ま
た
当
協
議
会
発
足
し
て
か
ら
は
6

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
出
展
団
体
数
は
過
去
最
多
の
29
団
体
で
し
た
。
一
方
、

来
場
者
数
も
27
名
に
達
し
（
最
近
4
年
間
の
札
幌
フ
ェ
ア
来
場
者
数
は
平
均
18

名
）、
平
成
22
年
の
28
名
に
次
ぐ
来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
初
め
て

北
海
道
新
聞
に
広
告
（
2
月
21
日
掲
載
）
を
出
し
た
こ
と
、
北
海
道
新
聞
に
記

事
が
掲
載
（
2
月
27
日
）
さ
れ
た
こ
と
お
よ
び
平
成
26
年
10
月
1
日
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
来
場
者

数
が
増
え
た
こ
と
等
か
ら
来
場
者
数
増
加
に
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

漁
業
就
業
に
関
す
る
研
究
論
文
に
よ
る
と
、「
雇
用
情
勢
が
好
転
す
る
と
漁
業

就
業
希
望
者
が
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
来

場
者
数
27
名
は
、
雇
用
情
勢
が
好
転
し
て
い
る
社
会
情
勢
を
考
慮
す
る
と
、
比

較
的
多
く
の
来
場
数
を
確
保
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

漁
業
者
は
研
修
候
補
生
と
し
て
来
場
27
名
中
の
17
名
を
指
名
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
話
し
合
い
で
7
名
が
マ
ッ
チ
ン
グ
、
7
月
31
日
現
在
で
は
そ
の
内
4
名

が
研
修
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。

漁
師
に
な
り
た
い
若
者
と
浜
を
つ
な
ぐ
活
動
　
　
＝ 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会 

＝

漁業者と来場者との相談（旭川）

漁業就業に向けての相談（札幌）

来場者への説明（旭川）

主催者挨拶（札幌）

大雪クリスタルホール玄関（旭川）

ホテルライフォート札幌玄関（札幌）
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◇
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

i
n 

東
京

　

平
成
27
年
3
月
21
日
（
土
）、
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
駅
直
結
ベ
ル
サ
ー
ル
半

蔵
門
で
開
催
さ
れ
た
「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」（
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
出
展
し
、
北
海
道
で
の
漁
業
就
業
相
談

の
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。
東
京
で
の
こ
の
フ
ェ
ア
は
急
き
ょ
開
催
が
決
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
開
催
日
や
場
所
の
告
知
に
要
す
る
時
間
が
短
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
会
場
前
に
は
受
付
開
始
時
刻
30
分
前
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

受
け
付
け
開
始
と
同
時
に
、
多
く
の
来
場
者
が
会
場
に
入
り
、
相
談
に
必
要

な
書
類
の
記
載
場
所
は
多
く
の
人
で
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
今
年
度
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
全
国
4

カ
所
で
開
催
す
る
8
回
目
の
最
終
フ
ェ
ア
で
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
3
8
2
名

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
当
協
議
会
の
ブ
ー
ス
に
も
10
名
が
訪
れ
、
北
海
道

の
漁
業
実
態
、
就
業
の
方
法
等
熱
心
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
の
中
に

は
21
歳
の
女
性
も
含
ま
れ
、
多
様
な

人
が
漁
師
と
い
う
職
業
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

首
都
圏
で
は
、
自
然
と
と
も
に
働
く

一
次
産
業
へ
の
就
業
希
望
者
が
多
い

と
実
感
し
ま
し
た
。
北

海
道
以
外
か
ら
人
材
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

東
京
等
で
開
催
す
る
フ

ェ
ア
に
漁
業
者
自
ら
が

参
加
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

◇
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

i
n 

さ
っ
ぽ
ろ
（
平
成
27
年
度
）

　

札
幌
で
の
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
は
、
協
議
会
発
足
年
度
の
平
成
21
年
度
か

ら
26
年
度
に
6
回
開
催
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
5
月
で
7
回
目
に
な
り
ま

す
。
札
幌
市
で
の
フ
ェ
ア
に
は
、
函
館
市
や
旭
川
市
に
比
べ
て
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
、
今
回
は
事
前
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
こ
と
、
北
海
道
新
聞
が
5

月
に
計
5
回
に
わ
た
り
、
長
期
実
地
研
修
の
こ
と
を
記
事
に
し
た
こ
と
か
ら
来

場
者
増
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

開
催
日
の
5
月
23
日
は
晴
れ
、
さ
ら
に
気
温
は
20
度
超
え
、
大
通
公
園
の
食

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
る
穏

や
か
な
行
楽
日
和
で
し
た
。

　

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
団
体
数
は
過
去
最
高

の
29
団
体
を
下
回
る
も
の
の
、
過
去
2
番

目
に
多
い
21
団
体
で
、
来
場
者
数
は
16
名

で
し
た
。

　

漁
業
者
か
ら
指
名
さ
れ
た
人
は
12
名

で
、
来
場
者
の
就
業
意
欲
の
高
さ
と
漁
業

者
の
旺
盛
な
雇
用
意
欲
を
実
感
し
ま
し

た
。
現
在
（
7
月
31
日
）、
4
名
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
お
り
、
さ
ら
に
1
～
2
名
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
人
達
は
、
8
月
以
降
随
時
長
期
研
修

生
に
な
る
予
定
で
す
。

　

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
の
開
催

◇
平
成
26
年
度 

第
二
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
通
常
総
会

　

平
成
27
年
3
月
13
日
（
金
）、
札
幌
の
第
二
水
産
ビ
ル
会
議
室
で
「
平
成
26

年
度
第
2
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員

7
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
3
名
（
事
務
局
4
名
）
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
と
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
事
に
つ
い
て
は
事
務
局
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

相談者へのPR（札幌）

北海道のブース（東京）相談前のガイダンス（東京）

書類に記載する来場者（東京）
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記

1
．
報
告

　
（
1
）
平
成
26
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
事
業
実
施
状
況

　
　

①
平
成
26
年
度 

新
規
就
業
者
総
合
支
援
事
業
（
国
費
）
実
施
状
況

　
　

② 
平
成
26
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
（
道
費
）
実
施
状
況

2
．
議
事

　
（
1
）
平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
事
業
計
画

　
　

① 

平
成
27
年
度 
新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援

事
業
（
国
費
）
実
施
計
画

　
　

② 

平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議

会
事
業
（
道
費
）
実
施
計
画

　
（
2
）
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
（
3
）
そ
の
他

◇
平
成
27
年
度 

第
一
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
通
常
総
会
（
書
面
総
会
）

　

平
成
27
年
6
月
12
日
（
金
）
に
平
成
27
年
度
第
1
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援

協
議
会
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
書
面
総
会
と
し
、
事
前
に
配
布
し
た
資

料
に
つ
い
て
各
会
員
に
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
次
の
議
事
に
つ
い
て
は
事

務
局
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

記

議
事

1
．
平
成
26
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
事
業
実
績

　
　
（
1
）
平
成
26
年
度 

新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事
業
（
国
費
）
実
績

　
　
（
2
）
平
成
26
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
（
道
費
）
実
績

　
　

議
事
意
見
書
の
確
認

　
　

7
会
員
中
7
会
員
が
事
務
局
案
を
承
認

　

北
海
道
漁
業
就
業
促
進
連
絡
会
議
の
開
催

　

平
成
27
年
3
月
13
日
（
金
）、
札
幌
の
第
二
水

産
ビ
ル
会
議
室
で
「
平
成
26
年
度 

北
海
道
漁
業
就

業
促
進
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
協
議

会
髙
橋
副
会
長
の
進
行
に
よ
り
北
海
道
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
代
表
理
事
常
務
他
11
名
で
漁
業
就
業

に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
情

報
交
換
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

連
絡
会
議
の
内
容

1
．
漁
業
就
業
者
の
動
向

　
（
1
） 

北
海
道
水
産
林
務
部
に
よ
る
資
料
（
平
成
25
年
度 

新
規
漁
業
就
業
者

に
関
す
る
調
査
結
果
の
概
要
）
説
明

　
（
2
）
北
海
道
教
育
庁
に
よ
る
資
料
（
本
道
水
産
高
校
の
現
状
）
の
配
布

2
．
求
人
・
求
職
に
関
す
る
動
向

　
（
1
）
北
海
道
運
輸
局
に
よ
る
資
料
（
取
扱
実
績
一
覧
）
の
配
布

　
（
2
）
全
日
本
海
員
組
合
北
海
道
地
方
部
に
よ
る
資
料
（
活
動
報
告
）
の
配
布

　
（
3
） 

北
海
道
い
か
釣
り
漁
業
協
会
の
資
料（
北
海
道
の
い
か
釣
漁
船
の
現
況
・

乗
組
員
の
雇
用
状
況
）
の
説
明
（
事
務
局
に
よ
る
）

3
．
漁
業
就
業
促
進
に
係
る
諸
施
策
に
つ
い
て

　
（
1
） 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
に
よ
る
資
料
（
北
海
道
漁
業
就
業
支

援
協
議
会
の
活
動
）
の
説
明

　

資
料
説
明
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
質
疑
応
答
等
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
有
意

義
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

26年度第2回総会

連絡会議での情報交換
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